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1 . 研究の目的と背景 
この研究の目的は, 日本の茶道のなかにみら
れるもてなし行動を通じて, 贅沢感情がどのよ
うに生成するか, 贅沢感情の生成メカニズムを
探ることにある｡ 我々の今回の主要なリサー
チ・クエスチョンは, ｢なぜ茶会の参加者は贅沢
を感じるのか｣ である｡ 
我々はこれまで著者たちは, ラグジュアリを
さまざまな観点からビデオグラフィー手法によ
って分析してきた｡ ここでの我々の中心的なリ
サーチ・クエスチョンは, ｢ラグジュアリとは消
費者にとって何か？(What does luxury mean to 
consumers?)｣ というものであった｡ このクェ
スチョンに沿って, 日本と米国での ｢普通の
人々｣ へのインタビュー, および日本と中国で
の富裕層へのインタビューを行ってきた｡ この
結果, ラグジュアリがどのような意味構造をし
ているかを捉えることができた｡ これまでに
我々がこれまでに焦点を当てたのは個人的に感
じられる贅沢感であった｡ 
しかし, 我々はこれまでの方法では不十分で
はないかと思えてきた｡ 贅沢は個人的に感じる
ものであるだけでなく, 主人 ― 客というもて
なしのコンテキストにおいて重要なエレメント
となっている｡ 私たちが今日典型的に贅沢と感
じる場所は, その多くが高級なホテルであった
り, あるいは豊かな生活を送っている友人宅に
招かれたときである｡ 
今回は, もてなしとしての贅沢に焦点を当てる
ことにした｡ その理由は以下のとおりである｡ 
1)  歴史的にも, ラグジュアリは多く誰かを
もてなす目的で実行されてきた｡ 例えば, 
ベルサイユ宮殿はルイ14世が愛人をもてな
すために国の予算の 3 分の 1 を注ぎ込んだ｡ 
2)  日本でも, 京都にある桂離宮は日本の典
型的な王朝文化の所産として知られている｡ 
この建物も17世紀に当時日本貴族文化の中
心人物であった後水尾上皇をもてなすため
に, 整備された歴史を持つ｡ 
3)  現代の我々が日常贅沢を必要とするのは, 
お客様を意識するときである｡ お客様をよ
りよくもてなすためには贅沢なしつらえを
準備することはよくある｡ 
2 .  研究対象の設定 
そこで, 今回は日本の茶の湯を対象として, 
ビデオグラフィーを行うことにした｡ なぜ日本
の茶道を研究対象としたのか｡ 
茶道とは, 客人をお茶によってもてなす儀式
のことである｡ お茶が発明されたのは中国で, 
日本には早い時期から伝わっていた｡ お茶は当
時楽しみであるだけでなく, 医学的な効果をも
った神秘的なパワーのある飲料として考えられ
ていた｡ 
お茶を飲む作法を儀式化して, 芸術の領域に
高めたのはおよそ500年前の茶道家, 千利休(せ
んのりきゅう)である｡ お茶は16世紀以降, 武
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士の間で武士のたしなみとして普及した｡ 戦に
あけくれている武士が, ひとときの余裕をもつ
ために, お茶を立ててもらい, お茶を飲んだの
である｡ 利休は庶民の間でも行われてきたお茶
の作法をも取り入れた｡ お茶を飲むことは権威
や社会的ステータスに関係なく行われる儀式で
あり, 万人のための質素で禁欲的な作法にした
のである｡ 
現在の日本では茶の湯は, 多く女性の趣味ご
ととして考えられている｡ 茶の湯は習って身に
つけるべきお稽古ごとであり, 複雑な約束ごと
がある｡ 茶の湯を習うことはオカネのかかる趣
味であるが, たしなみのある日本女性になるた
めの修行として考えられている｡ つまり, 茶の
湯の趣味を行うことは, 実用性よりも, 女性の
教育として有用であり, かつ学ぶべき教養の一
部と考えられてきた｡ 
この意味で, 茶道は実用的な消費者行為では
なくて, 非日常的に行われる儀式であり, 贅沢
である｡ そこにはもてなしという行為が基底に
あり, 贅沢を感じさせるための仕組みがあるの
ではないかと考えられた｡ お茶を分析すること
で, ラグジュアリの意味をこれまでとは別の視
点で捉えることが可能ではないかと思われたの
である｡ 
3 .  方法 
今回, お茶会のセッションを三人の女性に行
ってもらい, ビデオにその茶会の様子を撮影し
た後でインタビューを行った｡ 
今回の茶会の一回のセッションは約20分間｡ 
茶会ではホスト役の女性がひとりおり, 二名の
客人のうち, ひとりが正客となり, もうひとり
は相客 (正客に伴う客) となった｡ 茶会で重要
な役割を果たすのは亭主と正客である｡ このふ
たりの間でさまざまなインタラクションが繰り
広げられる｡ 
茶会は, お茶でもてなす行為を儀式化したも
のである｡ そこには複雑な手順や約束事があり, 
正式の茶会に参加するためには, こうした手順
をあらかじめ勉強しておく必要がある｡ 例えば, 
お茶が注がれた茶碗をどのように持つか, どの
ように飲むか, また飲んだ後にどのように振舞
うべきかが細かく決められている｡ 
茶会は静かな茶室で行われ, 非日常的な空間
において行われる｡ かつて茶会は中世の日本に
おいてはふだん戦争にあけくれるサムライの趣
味であった｡ 茶室は忙しい殺伐とした日常から
逃れて静かな時間を過ごすことのできる貴重な
機会なのである｡ 
･ 主人に導かれて客人は茶室に招き入れられる｡ 
 
 
写真 1 席入り前に蹲で手を清める 
 
･ 挨拶を交わしたのち, 菓子が供される｡ 
･ 主人によってお茶が出され客はそれを味わう｡ 
･ お茶を飲んだ後で, 茶道具を拝見して客は
それらを味わう｡ 
19世紀の日本の哲学者, 岡倉天心 (1964) は
茶道について The Book of Tea (茶の本) の中で
以下のように述べている｡ 
“Teaism is a cult (ceremony) founded on the 
adoration of the beautiful among the sordid facts of 
everyday existence.” 
茶道は, 道教の宗教にルーツを持つものの, 
宗教的な行為ではない｡ また純粋に美的な行為
でもない｡ また単なる日常行為でもない｡ お茶
を出すという日常的行動を高度に儀式化したも
のである｡ 
注意すべきことは, 今回の茶会は, 主人が客
をふたり招いたという形式で行われたものなの
だが, 亭主はお茶の先生であり, 茶道を教える
立場にある｡ 客人のふたりはその亭主にお茶を
習う生徒の立場であるということだ｡ ただ今回
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の生徒ふたりは長い間お茶を練習しているので, 
茶道にかなりな程度通じた人たちであると言える｡ 
4 . 主な発見 
今回のインタビューを通じて明らかになった
ことは, 茶会という機会に亭主と客との間にさ
まざまなインタラクションが存在することであ
る｡ こうしたインタラクションは次の 3 つのキ
ーワードで表すことができる｡ 1. チームワーク, 
2. テーマ性, 3. ゲームである｡ 
(1) チームワーク 
インタビューのなかでもっとも頻繁に観察さ
れたのは, 主人と客との役割期待であった｡ 主
人と客とはあらかじめ決められたルールに従っ
て, 自分の役割を演じる｡ 茶会は一見すると静
かな儀式であるが, それぞれの役割が暗黙のう
ちに決められており, それぞれは相手のことを
思いやることを期待されている｡ 
(2) テーマ性 
 2 つ目の発見物として, 茶会のテーマ性が挙
げられる｡ 茶会には毎回何らかのテーマが決め
られている｡ 亭主はそれぞれの茶会のテーマを
自分で決める｡ テーマは季節に合わせて決めら
れるものもあれば, 茶会の目的に合わせて決め
られるものもある｡ 
決められたテーマに沿って菓子の内容や, 掛
け軸の種類, 生けられる花の種類などが決まっ
てくる｡ こうしたテーマは explicit なものもあ
れば, implicit なものもある｡ 
(3) ゲーム 
茶会で興味深いことは, 亭主は客につねに何
かおどろきをもたらすような工夫をしているこ
とである｡ 客のひとりは, 毎回茶道のお稽古の
なかで, 毎回必ず ｢はっとする｣ ことがあると
述べている｡ 
【資料】 
日時 2010年 1 月15日 (金) 
インフォーマント 
東宮先生, 久美さん, 純子さん 
インタビュア 
田中洋, 木村純子 
 
写真 2 お茶席の様子 
 
東宮 例えば, 同じ季節に同じお茶会をする
となると, ちょっと工夫して変えるという｡ 基
本的なものは同じでも, ちょっと変えるとか｡ 
その辺はあれで, 全く同じだと面白くないとい
うのもありまして, お菓子を替えるとか, お茶
碗を替えてみるということもしますし, それが
楽しみでもあります｡ 私は, 取り合わせの楽し
みというか, 亭主の喜びというか楽しみという
か｡ 私も, 今日は何のお道具を使おうとか, 結
構楽しませていただきます｡ 何にしようかとか, 
それがある意味では楽しみです｡ 
それと, お客さまもある程度分かってくださ
っていると, 今ご覧になっていたと思いますが, 
正客になった人が会話をしますよね｡ そのとき
に, 亭主がいろいろ考えてやっていても, それ
が全然ピンとこない人だと面白くないですね｡ 
だから, 亭主とお客さまで一座建立というので
すが, うまくお客さまの方で盛り上げていただ
かないと, 亭主が一生懸命しても一人舞台なの
です｡ 一人相撲なのです｡ 例えばお能と歌舞伎
とか 『源氏物語』 というものをテーマにする
こともあるのです｡ 
田中 そうなのですか｡ 
東宮 そうすると, 難しいのですが, 例えば
お能の取り合わせでやっていても, 正客が全然
それを分からなかったら面白くないです｡ だか
ら, 正客になる人は, ある意味では責任がある
というか｡ 
田中 なるほど｡ 
東宮 正客が上手だと面白いですよね｡ 
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田中 そうすると, 何かあるお能の出し物を
テーマにして, お道具であるとかこういう｡ 
東宮 例えばお茶杓の銘とか, するわけです
よね｡ 例えば, ｢紅葉狩り｣ なんていうお能が
あるとしますと, あれは前シテのお姫さまが鬼
に変わるわけです｡ そうすると, 鬼のものを出
してみたり, 紅葉を出したり｡ あるいは舞台が
戸隠だからお菓子は戸隠から取り寄せたりとか, 
そのようにしてどこかに出すのです｡ 例えば, 
｢桃太郎｣ のお話をテーマにするとします｡ そ
うすると, きび団子をお菓子にしたり, 茶杓は
日本一にしたり, どこかで犬とかサルとかキジ
を出したり, いろいろな｡ 例えば蓋置にしても, 
例えば鳥の形の蓋置とか, お茶碗の模様が何と
かとかいろいろなところで出せるのです｡ その
ようにして取り合わせの楽しみというのをやる
のですが, あまりやりすぎると今度は品がなく
なってしまうので, そこそこなのです｡ 特に薄
茶はそういう遊びは｡ お濃茶の場合はあまり遊
びませんけれども｡ 濃茶は一応厳粛にやるので｡ 
薄でそうやって遊ぶというか｡ 
田中 薄茶の方がカジュアルな感じですね｡ 
東宮 そうなのです｡ 
木村 取り上げるテーマというのは, 現代的
でもいいのですか｡ 
東宮 はい, もちろん｡ 
木村 昔話ではなくても, 最近でも｡ 
東宮 構いません｡ 亭主の感性で好きなもの
にしていいのです｡ 
そういうこともあるということで, 別にそう
いうのがいつもあるということではなくて, た
だの季節だけの取り合わせも多いし, 本当にピ
ンからキリまでいろいろですね｡ 
田中 そうすると, お茶会を催されるときは, 
｢今日のテーマはこれです｣ というのが, もち
ろん分かっていらっしゃる場合もあるのでしょ
うし｡ 
東宮 送別会のお茶とか追善のお茶というの
はもうテーマは初めから分かっていますが, そ
のほかのは開けてびっくり, お客さまの楽しみ
なのです｡ だから, いろいろな道具が出てきて
お茶が点ってお菓子を食べていくうちに ｢今日
のテーマは何だろう｣ と想像するというのがお
客さまの楽しみというのもあるのです｡ そうい
つもいつもそんなに物語ができるわけでもない
のですけれども｡ 
田中 なるほどね｡ そういうときのテーマと
いうのは, 日本語でいうと, 何か呼び方という
のはありますか｡ 
東宮 趣向とか取り合わせとか｡ 
田中 趣向ですか｡ なるほど｡ 
東宮 とか, 取り合わせとか｡ 
田中 そうすると, あれですよね｡ お客さま
の方がお茶席に出ているうちに, だんだんそう
いう｡ ｢今日のテーマはこれだったのだ｣ と気
付いたりすることもあるという｡ 
東宮 そうですね｡ 分かると, また面白いと
思います｡ ですね｡ 
田中 なるほど｡ 
東宮 いろいろなお茶会があるので, 必ずし
もそういう｡ よく春は ｢娘道成寺｣ なんていう
のがありますね｡ 
田中 そうですか｡ 
東宮 そうすると, 桜のとき, 釣鐘の形をし
たお釜を使ってみたりとか, そういう遊んだり
もするのです｡ でも, いつもいつもそういう取
り合わせがあるということでもないのですが｡ 
気軽にお茶を楽しんで｡ 
田中 やはりお茶の面白みというのは, そう
いう主人と亭主と客との｡ 
東宮 そうですね｡ そういうのがあるから面
白いのだと思うのです｡ 
田中 ですよね｡ 
東宮 もちろん, 一つの私たちがよくするお
茶席は, 別世界と離れて, 普段の忙しい生活を
忘れて, ひと時ゆったりとした気持ちで過ごし
てリラックスしましょうというのが一つの目的
なので｡ お茶室の中に入ると, それはそれです
ごくくつろいだいい気持ちにはなりますね｡ そ
ういう難しい設定がどうのこうのということな
しに, ただお茶を一杯いただくのです｡ 利休さ
んは, 釜一つあれば茶の湯は成り立つと｡ 道具
をいろいろ凝るのは間違いだとさえおっしゃっ
ているので, あまりわびの境地というか, あま
り道具に凝ってしまってもいけないという教え
もあるのです｡ だから, 本当にあり合わせの道
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具でしばらく静かな時間を持つということです｡ 
それがある意味で, この今の忙しい世の中の時
間の中では一つの贅沢な時間だと思います｡ 
田中 なるほど｡ 
木村 何か生活の中で悩みとかおありで, お
茶室に入ったらそれを忘れられるということで
すか｡ 
東宮 そうですね｡ 要するに, お茶室に入る
と, 普段のことを忘れてというのがあれなので
すが｡ 
木村 どうして忘れられるのでしょう｡ 
東宮 集中するということ｡ お点前は, 例え
ば今私がやっていたら, そのときはそのことし
か考えない｡ ほかのことは考えない｡ それが多
分禅の修行につながるということなのでしょう
けれど｡ 座禅するときは, 本当にひたすら座っ
て何も考えない無心な気持ちになるということ
ですが, お茶は, 例えばお茶を点てながらそう
いう気持ちになるということで, ほかのことは
全部忘れられるというか｡ お茶杓を例えばふい
ているときは, やはりこのようにするというあ
れがありますよね｡ そのとおりにきちんとやる
とか, そういうことしか考えません｡ お茶筅通
しをしているときは, 無心になってやります｡ 
何か考えていると, やはり乱れるのです｡ だか
ら, 多分それで道ということなのだと思うので
す｡ 柔道でも剣道でもやはり無心になってやら
ないと, ｢すきあり｣ ということになりますよ
ね｡ それと同じようなことが多分お茶でもある
のだと思うので, 今やっていることに集中する
というか｡ 
亭主は亭主の分を守る, お客さまはお客さま
の分を守る｡ だから, 扇子を置いてあいさつす
るのは, 自分は自分の分を守って相手のところ
に飛び出していかないというのがあるそうなの
です｡ 一つの座を盛り上げていくというそれぞ
れの役目を果たして, お正客はお正客で, お詰
というのですが, 一番最後のお客さまはその人
の仕事というのがあるのです｡ それがちゃんと
できて, 亭主は亭主の役割を果たします｡ 亭主
を手伝う人を半東というのですが, 半東は半東
の役割を果たして, 一つの会がうまく盛り上が
っていきます｡ 誰かが間違うと, うまくいきま
せん｡ 
例えばお茶の準備にしても, 火が起きるまで
に大体何分かかるとか, お湯が沸くのに何分か
かるというのがありますよね｡ もちろん季節に
よって違うのです｡ では, お客さまがいらっし
ゃって席に入る席入というのですが, 席入が何
時と決めたら, それまでに全部逆算して用意し
ていくのです｡ お客さまもやはり何時に集合, 
席入を何時と決めると, あまり早く来たら亭主
は慌てるし, かといって遅れてこられたら炭は
火が起きてしまって流れてしまう, それからお
湯も冷めます｡ お料理なんかも出す場合には, 
やはりその時間というのはすごく大事なのです｡ 
そういう暗黙の了解というのですが, みんなが
うまくそれをちゃんと守るからお茶事という一
応正式のお茶がうまく流れて, 誰かが一人自分
勝手なことをするとうまくできないのです｡ せ
っかくお料理を作っていても, お客さまが遅れ
て来られたら冷めてしまいますし, 味なんかも｡ 
お菓子なんかも, きちんとしたお客さまは ｢何
時に召し上がりますか｣ と言うのです｡ それで 
｢いついつに食べます｣ と言ったら, それに合
わせて, やはり一番おいしい時間というのがあ
るのですね｡ 
田中 お菓子も｡ 
東宮 お菓子にしてもです｡ だから, なかな
かそこまでできないのですけれども, 一応昨日
のお菓子を出したらおいしくないわけですし｡ 
｢何時に食べる｣ と言うと, お菓子屋さんはそ
のつもりで用意してくれているのです｡ だから, 
時間を守るというのはすごく大事です｡ それで
のろのろしていたら, うまくできないです｡ だ
から, それを修行で, 決められたことを決めら
れた時間に｡ 例えば, これは煙草盆なのですが, 
薄茶のときは出すのです｡ これが出ていると, 
リラックスしてくださいということになるそう
だそうです｡ 濃茶のときは出ていないのです｡ 
濃茶は厳粛にするのです｡ それで, 濃茶という
のはあまりしゃべらないで静かにやるのです｡ 
その濃茶が終わると, 一応お香が出てきたりお
座布団が出てきたり, リラックスしてください
ということです｡ 薄茶のときは和やかに話を楽
しみます｡ だから, 一つのお茶事の流れの中で, 
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お濃茶は厳粛に静かにして, 薄茶のところでは
リラックスして楽しくということです｡ 
今日はやっていませんが, 炭を入れる炭点前
というのがあって, お客さまの前で炭を入れる
のです｡ それで, 炭を入れてお湯が沸く間に, 
お客さまは食事をするのです｡ そのお食事もや
はり決まったコースになっているのですが, そ
れがうまくいっていないと, せっかく沸いたお
湯が濃茶に間に合わなくて冷めてしまったりと
か, 早すぎると沸いていないというのもありま
す｡ 結構, だから面白いのですが｡ そういう意
味ではゲームみたいで｡ きちんとしたことがで
きるかどうか｡ 
田中 そういうアレンジメントですね｡ 
東宮 そうです｡ 対時間に間に合うようにと
いうことで, そういう意味では亭主は水屋と荷
物を置いたところのことを全部するのは, やは
りチームワークがうまくないとできないです｡ 
お客さまの方では, お客さまのやり方が間違っ
ているとうまく流れないとか, お茶事のときに
返っているべき器が返っていないと亭主も困る
とかいろいろルールがあって, そういう楽しみ
もあります｡ ただ, 一番の楽しみは静かな時間
を持つということなので, あまり道具に凝って
しまってもいけないのですが, またそれも楽し
いですけれど｡ 
田中 お客さんたちも来ていただいてお話
を｡ 
東宮 どうぞ, 入ってください｡ 
久美 はい｡ 
田中 もうお茶の修行というのは結構長くや
っていらっしゃるのですか｡ 
純子 どれくらいになるのでしょうね｡ だい
ぶなるかと思います｡ 
東宮 ベテランです｡ 
純子 ベテランではないです｡ 年数だけはた
ってきました｡ 
田中 なるほど｡ お茶というのは｡ お茶を習
われるというのは, 何か資格ではないですが, 
何か教授とかありますよね｡ そういうものをや
はりこう｡ 
東宮 順番に｡ 
田中 順番に目指すみたいな｡ 
東宮 入門からだんだん上がっていきまし
て｡ 
田中 なるほど, やるわけですかね｡ 
純子 でも, よく分からないのですが, きっ
と最初の方というのはあまり先のことは考えな
いで, 取りあえずお茶をやってみようというの
が｡ 私の場合も｡ 
東宮 大抵の方は, お茶の飲み方ぐらい覚え
ていないと, という動機で始められる方が多い
ですね｡ それで, お茶の飲み方が分かったらそ
れでいいとおっしゃる方もいるけれども, だん
だんのめり込んでくる方が多いですね｡ 面白い
ですから｡ 
田中 なるほど｡ すると, 最終的には, よく
分からないのですが, そういうのというのはお
茶の先生を目指すということになるのですか｡ 
そういう方もいらっしゃるし, そうではない方
も｡ 
東宮 いろいろな方がいますけれどもね｡ 
純子 お茶の先生というのは, きっと, 自分
で目指してなれるものではないと思うのですよ
ね｡ 
田中 そうですか｡ 
東宮 どうですかね｡ でも, 10年もやってい
れば, そこそこまで許状はもらえますよね｡ そ
こから楽しさが分かってきます｡ 
田中 そうなのですか｡ どのようにやってい
らして, 入門当時とだんだんベテランの境地に
達してきたときの楽しみの違いというのはどう
いう感じなのでしょうか｡ 
久美 最初はやはり手順を追うだけなのです｡ 
覚えようと思うのですけれど, だんだんその手
順の動作の意味が分かってきて, そうするとお
道具の拝見する楽しさも分かってきて, お茶室
に入ったときの掛け軸とかお花とか, そういう
ことを拝見する楽しみも理由も分かってきて｡ 
そうすると, 多分どんどんどんどんきりがない
くらい奥が深くなります｡ 
田中 なるほど｡ さっきやっていらっしゃる 
｢このお茶碗はどこのでしょうか｣ とかそのよ
うな会話で, ｢今日, これを出してくださった
のだ｣ というようなことですか｡ 
久美 お稽古でも先生はお菓子を選んで, 毎
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回違うものを用意してくださったりとか, お釜
も月によって替えてくださったりとか, 季節感
をきちんと私たちに分かるようにしてくださる
ので, それもまた楽しみですね｡ 
田中 なるほど｡ そういうのは何ですか｡ 先
生からお客さんというかお弟子さんへの一種の
プレゼントというか, 今日はこういうことをし
て差し上げようという一種の接待, ホスピタリ
ティのようなものですか｡ 
東宮 ホスピタリティというか, 生徒が喜ぶ
だろうなと思ってこちらは準備するのです｡ 季
節季節に合わせた道具をなるべく使うと, 生徒
さんも季節感も分かるだろうし, 道具を見る目
もだんだん育ってくるだろうし, お稽古とはい
いながらそうやってやっているうちに, その取
り合わせを自分たちが覚えていくというのもあ
るし｡  3 月だったら, 例えばおひな祭りの趣向
にすると｡ おひな祭りは知っていますが, 例え
ば重陽の節句とか,  9 月にやる重陽なんて知ら
ないという人もたくさんいますので, そういう
いわゆる節句とか日本の昔からの伝統行事とい
うものをどこかに取り合わせの中に出すと, 生
徒もだんだんそれが分かってきます｡ 初めは 
｢重陽とは何ですか｣ と言っていたのが｡ 
私もお稽古し始めのころは,  9 月なのになぜ
菊のお菓子が出てくるのだろうと｡ 旧暦ですか
らずれているのですが, 重陽というのは菊の節
句ですよね｡ そうすると, 菊のものが出てきま
す｡ 本当に今から思えば恥ずかしいです｡ 何も
分からないでお茶会に行ったら,  9 月に菊がい
っぱい出てくるのです｡ なぜ今こんなにたくさ
ん菊が出てくるのだろうと思って, だんだん分
かってきたら ｢ああ重陽の節句なのだ｣ と｡ そ
ういういわゆる日本の昔からの伝統行事やお祭
りとかいろいろなものがありますよね｡ そうい
うものもだんだんいつの間にか｡ 
いつの間にかというのがいいですね｡ 学校の
教科書みたいにカリキュラムが組んであって, 
何月何日は何を教えてというのではなくて, 最
初はお菓子がおいしくてお茶を飲む, それだけ
でいいのです｡ それが楽しみでお菓子が楽しみ
で始めていいのです｡ 特に若い人なんかは｡ そ
れが 1 年もたつうちに, 何かいろいろなことを
覚えてきた｡ 気が付いたら結構いろいろなこと
を覚えたよねという感じが, 一番お稽古として
はいいのではないかと思うのです｡ だから, 楽
しみながら半分遊んでいるようであるけれど, 
いつの間にかいろいろなことを覚えている｡ 
よく言われるのですが, お茶席に入ると, ま
ず床の間に行って, 床の間の前でお軸を見て, 
お花を見て｡ お軸もなるべく違ったものを掛け
るようにしていますから, こういう季節なのだ
とか誰によって書かれたものだとか｡ 禅語から
きていることが多いですから, その禅語の意味
ですよね｡ それと季節と, お花を見て ｢ああも
うこういう季節なのだ｣ とか自然の美しさに気
が付く｡ 大げさな言い方をすると, 日本のよさ
が分かる, 日本人でよかったねというか｡ お花
でも本当に季節感, 季節なのだなという感じ
で｡ 
久美 ツバキにもすごいたくさんの種類があ
って, それはお茶をするまでよく分からなかっ
たのですが, いろいろなツバキが本当にたくさ
んの種類があって, それを床の間に飾ってくだ
さると, やはりいろいろと楽しみで勉強させて
もらいます｡ 
東宮 特に冬の季節は野草を生けますので, 
道端に咲いている何でもない花が床の間に生け
てあると, ｢え｡ あの花がこんなに｣ というか, 
本当に｡ ｢茶席の花は足で生ける｣ とよく言う
のですが, 本当にその辺に咲いている花を持っ
てきてバッと床の間に生けてうまく生けられた
ら, 霧吹きで露を打って｡ そうすると, 自然の
美しさに気付くというか｡ 
それで, そのときは別に何もあれなのですが, 
それが繰り返しで何年かたってくると, いつの
間にか花の名前も覚えているし禅語も覚えてい
るし, いろいろなことを覚えているなという｡ 
お点前の順序だけではなくてね｡ そうやって 1 
年,  2 年, 何年とたっているうちに, 動作, 振る
舞い, 所作も上手になってきて｡ 
田中 純子さんと久美さんも, やっていると
きに何かそういう驚きとか, 何か気付きという
か, 何かいろいろご経験があると思うのです｡ 
何かそういうエピソードをお話しいただけると｡ 
亭主がこういうことを, 先生がこういうことを
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やってくださったのだとか｡ 何でも結構です
が｡ 
純子 エピソードですか｡ 今, 東宮先生との
つながりは, 国際茶道文化協会で先生に教えて
いただいているのです｡ たまたまオーストラリ
アでお茶を差し上げる機会があったのです｡ そ
のときまでは, お茶は楽しいし何となくやると
いうことはしていたのですが, 言葉が通じない
ところでも皆さんにとても喜んでいただいたと
いう実感があったのです｡ それで, やはり日本
の文化というのはすごいのだとそのときに思い
ました｡ それだったら, もう少し一生懸命やっ
てみたいという, 何というのですか｡ 言葉が通
じなくても分かっていただけるものがあるのだ
というのは, とても楽しかったですね｡ 
田中 それは, お茶のどういう部分があると
思いますか｡ 
純子 何が楽しく見ていただいたかというの
は｡ でも, すべてを喜んでくださいました｡ そ
んなに大きなお道具があったわけでもないので
すが, 一つにはお着物を着ているということも
きっと珍しかったのでしょうけれど, 人の前で
お茶を点てて, お客さんがいる前でお茶を点て
て目の前の方にお出しするというのがきっと面
白かったのですかね｡ ただ, こんなに喜んでい
ただけるものが自分の知っているものの中にあ
るのだというのはとてもうれしいことでした｡ 
その後, 国際茶道が｡ 
田中 やはり, こうやっていらっしゃること
がインターナショナルにもうまく通じることだ
というような｡ 
純子 そういうのがありました｡ それで, お
教室もいろいろだったのか｡ お勉強していく中
では, あまり変わったことはしてはいけないの
ではないかと｡ 日本の中にいると, そういう面
もあったような気がするのですが, 例えば外国
に行って, 何もない板の間の中でもお茶を差し
上げることができるとか, お茶室に限らないで
お茶を紹介できるということは, とても新鮮な
気がしました｡ 
田中 なるほど｡ 久美さん, いかがですか｡ 
何かそういう｡ 今までのご経験の中で, お茶を
繰り返しやっていらして, 何か｡ 
久美 驚きですか｡ 
田中 驚きだけでなくてもいいのですが｡ 何
でも結構です｡ 
久美 そうですね｡ まず, これといって大き
いということはないのですが, 毎回が稽古の中
で, 必ず何か ｢はっ｣ とすることはありますね｡ 
最初のころ, 先ほどお話ししていたように, 松
風というのが分からなかったのです｡ その松風
というのが釜が煮える音で, ｢松風を聞く｣ と
いうと ｢お茶を飲みましょう｣ という意味です
ということも知らなかったし, やはりすごく新
鮮でした｡ 日本人なのにこういう生活, 炉があ
るというのは体験していませんでしたから, そ
ういうことの一つ一つです｡ お茶の稽古の中で
驚きのエピソードというのは, 毎回あります
ね｡ 
田中 なるほど｡ そういう松風という音があ
って, それが松風というのがイコールお茶を飲
むこと｡ 
久美 そうですね｡ 砂浜の間を風が吹いてい
る音を連想してというような, 日本人の細かい
感性というものです｡ やはり何か私たちはテレ
ビとか音がいろいろなところにたくさんあると
ころで生きているので, こういうお茶室の静か
なところで, こういうお茶碗に入れる音とか, 
静かな音を聞くというのがとてもリフレッシュ
する時間です｡ 
先生が, 私たちが喜ぶようにという意味で季
節感を出してくださっていると, 自分もお客さ
まを呼ぶときにそういうことに影響されて, 何
か選ぶのでも ｢ちょっと季節感を演出しよう｣ 
という気持ちにだんだんなっていきました｡ 
田中 なるほど｡ そういう亭主とお客さまの
間のインタラクションというか, お互いの, さ
っきも主客と会話をしていらして, そういう中
で ｢そうだったのですか｣ みたいなことという
のはいろいろ毎回, 気付きや何かがあるという
ことでしょうか｡ 
純子 ありますね｡ 普段のお稽古というか, 
例えば初釜のときとか, またちょっと季節が変
わると, それはとても感じます｡ 一つ一つの話
の中で連想していくのは, とても楽しいです｡ 
田中 なるほど｡ やはり季節が変わると, こ
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ういういろいろな取り合わせが変わっていくの
を｡ 
純子 そうですね｡ 
東宮 例えば釜にしても, 今, 普通のをここ
でやっていますよね｡ そうしないといけないと
いうのではないのですが,  2 月になると寒いで
すから大きな釜を使うのです｡ それで, 炉も大
きくなるのです｡ 
田中 そうなのですか｡ 
東宮 ええ｡ 本当はちゃんと別の部屋があっ
た方がいいのですが, ここは稽古場なので畳を
替えて, ここに炉があるのです｡ 
田中 そうなのですか｡ 
東宮 これが 1 尺 4 寸の炉なのですが,  2 月に
なると 1 尺 8 寸の大きな炉になって, 大きな釜
で湯気をたくさん立てると部屋が暖かいですよ
ね｡ それで, もっとわびた感じになるのです｡  
1 月はお正月の季節ですから華やかにやるので
すが,  2 月になると一転して大きな釜で｡ 例え
ば炉縁にしても蒔絵がありますよね｡ そういう
ものではなくて, 木地の炉縁にして本当にわび
たものでやるのです｡ そういう変化も面白いで
すね｡ ただ,  2 月は大炉でないといけないとい
うことではないので, それはあれなのですが｡ 
田中 でも, 大変なことですね｡ 畳を入れ替
えたりして｡ 
東宮 畳を替えて, 灰がここにあるのですが, 
入れて, こちらが空いたのにして｡ それは逆勝
手なのです｡ 普通はお点前していて右側にお客
さまがいらっしゃるのですが, 大炉になるとあ
ちらから入ってきまして, こちらを向いてお点
前するのです｡ 左側にお客さまがいるのです｡ 
全然雰囲気が｡ ふさいでしまうと, ここに炉が
なかったような顔をしてここに炉がありまして, 
すごく雰囲気が変わるので, それはそれでわび
た姿で面白いのです｡ お点前する人も, 全部で
はないですが普段と逆なのです｡ 頭の体操にな
るのですが, そういうやる人の方も面白いです
し, 招かれる方も｡ ただ, 何も知らない人が例
えば大炉のお茶に呼ばれて, 何も知らない人は
それが当たり前だと全然違和感がないのです｡ 
不自然ではないのです｡ 
裏千家の11代の玄々斎という方が考え出され
たお点前なのです｡ 玄々斎ですから, 幕末から
明治の初めにかけて活躍された方ですが, その
方が大炉というものを考えました｡  2 月になる
と大炉になります｡ しっかり楽しんで｡ 今度は 
3 月になると, あそこの天井から鎖で釜を釣る
のです｡ 釣り釜です｡ そうすると, 何となく春
の風を感じて, 春が来たかなという感じです｡ 
それが 3 月です｡  4 月になると, 透木といいま
して, 釜に羽があります｡ 火を隠して, 暑苦し
くなってきているから火があまり見えない方が
いいだろうということで,  4 月になると透木と
いうのがあるのです｡ そうすると, そういう季
節なので, 透木の釜にはよく桜の模様が付いて
いたりするのです｡ そのように, お稽古なので
私は毎月替えています｡ もちろん,  4 月にこれ
をやっても, ちっとも構わないのです｡  2 月で
これも構わないのです｡ いけないということで
は｡ ねばならぬということはお茶ではないので, 
全然何をしても構わないです｡ もちろん一定の
ルールはありますが, 必ず 2 月は大炉でないと
いけないということではないのです｡ 楽しみで
やるのです｡ そのようになってくると, だんだ
ん荷物が増えて, 利休さまの釜一つという精神
からずれてきていますが｡ 
田中 そうですね｡ なるほど｡ 
東宮 一番大事なことは, 利休さまの教えの
和敬清寂の和の心ですか｡ 和の心で静かな雰囲
気を楽しむ｡ いろいろ楽しんでも, それから外
れてしまうと駄目なので｡ 
田中 それで, 練習で修行を積まれるうちに, 
だんだん自由さというか, 自在さみたいなもの
がやはり何か出てくるのでしょうか｡ 
東宮 お点前に個性が出てきます｡ 
田中 そうですか｡ 
東宮 それと, 同じ人でもそのときの精神状
態というか, ｢今日はどうしたの？ 心配事が
あるの？｣ という感じとか, ｢何かうれしいこ
とがありましたか｣ と｡ お点前しているときに
その方の気持ちというのも出てきますし, 個性
はありますね｡ 
田中 そうですか｡ なるほど｡ 
東宮 初歩の人はそういうことは駄目ですが, 
ある程度になってくるとその人その人のリズム
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というのができてきて, 見ている方も ｢今日は
どうしたの？｣ という感じがいろいろです｡ そ
れがまたいいのかなと思います｡ 同じことをや
っているはずなのですが, みんな違うのです｡ 
純子 そうですね｡ 
田中 純子さんはいかがですか｡ やっていら
して, やはり最初のころと後の方で, ご自分の
中でやっていることが同じ動作でも変わってく
るということは経験されていますか｡ 
純子 初歩のころということですか｡ 
田中 そうですね｡ 
純子 多分変わっていると思います｡ 自分で
は気が付かないのですが, 人のことが見えるよ
うになったというのですか｡ 自分が始めたとき
は, もう自分が教えていただいたことを取りあ
えずやるのが精いっぱいのときから, 少しは周
りの方のことが目に入るようになったというの
は, 少しは成長したということでしょうか, 先
生｡ 
東宮 そうですね｡ 余裕ができてくるとね｡ 
田中 なるほどね｡ ほかの人というのは, 亭
主であったりとかほかのお客さまであったりと
か｡ 
純子 いや, 普段のお稽古の中でです｡ 
田中 稽古の中で｡ なるほど｡ 
純子 今は, お茶会といって, こういう少人
数のお茶会というのは, 実はあまり経験する機
会がないのです｡ 
田中 そうなのですか｡ 
純子 お茶事となると 3 人とか 5 人くらいで
すか, そういうときはまた｡ お茶事のときは, 
ちょっと感じは違ってきますよね｡ ただ, 普段
のお茶会というのは比較的人数が多い中で過ご
すと, それはあまり周りの方のことはあれです
が, 普段のお稽古の中で結構目に｡ 自分と相手
を比較するというのはいい言い方ではないです
が, ｢自分だったら, こうしてみたい｣ とか, そ
ういう余裕は少しは出てきたのではないかと思
います｡ 
田中 なるほど｡ 久美さんはいかがですか｡ 
何か｡ 
久美 そうですね｡ 最初のころは純子さんが
おっしゃったように自分の動きで精いっぱいだ
ったのですが, だんだんと相手のお客さまの方
の, お稽古場でしたら濃いお茶が好きな人とか
薄いお茶が好きな人とかだんだん分かってきま
すので, お茶を入れる量も加減できたりとか｡ 
あとは, まだお菓子を召し上がっているタイミ
ングを考えて, ゆっくりお茶を点てたりとか, 
早く点てたりとか, そういう周りが見えるよう
になりましたね｡ 純子さんと同じように｡ 
田中 なるほど｡ 非常に, このお湯をくんだ
りする動作の中でも, お客さんを見ていて, そ
れで多少ゆっくりやったりとか, そういうこと
が出てくるわけですよね｡ 
久美 そうですね｡ やっと最近, 急いだ方が
いいのかなとか, ゆっくりしなければとか, タ
イミングをだんだん読めるようにはなりました｡ 
と思います｡ 
東宮 そうですね｡ 随分成長されましたよ
ね｡ 
久美 最初のころはただ｡ 
東宮 最初は誰でも自分のやることに精いっ
ぱいで余裕がないのですよ｡ だんだん空気が読
めるようになってきます｡ 以心伝心という言葉
がありますが, 言わなくても分かる｡ KY です
か｡ そういうのがやはりありますね｡ それが日
本の社会なのでしょうか｡ あまり自分の自己主
張ばかりしていたら駄目というところはありま
すよね｡ やはり周りの空気とか人の心を読むと
か, それが和の心なのだと思います｡ 
田中 そうすると, お茶の世界というのが, 
ご自分がやっているうちにいろいろ発展だとか
変化や何かが起こってくるのでしょうね｡ 
久美 そうですね｡ それが楽しく, 長く続け
たいと思うのですね｡ 同じことを繰り返してい
るようでも, やはり全然昨日と今日とでは違い
ますし, 先月と今月ではまたもっと違いますし, 
その点, 尽きないという感じでしょうか｡ 
田中 なるほど｡ 例えば今日撮影させていた
だいています｡ そこの絵を｡ お茶会のあれです
が｡ 例えば今日なんかだと, あれですか｡ 例え
ば純子さんが今日正客としていらして, 何か｡ 
どういうことをこの時間の中でお感じになって
いたのか, 知りたかったのですが｡ 
純子 座っている間ですか｡ 
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田中 そうですね｡ 
純子 多分, カメラのあるときとないときと
では, 感じ方も違うと｡ もし本当に 2 人で先生
にお招きいただいたら, これはすごい幸せな気
分で, まず先生がこれだけのことを用意してく
ださったということに, きっと感謝の気持ちで
いっぱいで座っていたと思うのです｡ カメラが
回っているというと, 粗相がないようにという
のが正直なところで, 申し訳ありません｡ そう
いうことなのです｡ 
実は今, 私も公民館で生徒さんを持つように
なりますと, そういうことになって初めて先生
のご苦労が分かってきたといいますか｡ やはり
準備されることとか, たとえ毎回のお稽古であ
ってもどこか違うこととか, いつもと同じでは
いけないというか｡ それを何気なくさりげなく
きっと先生も用意されていて, 先生は ｢大変だ｡ 
大変だ｣ ということはおっしゃらないのですが, 
自分が用意する立場になって初めて先生のご苦
労も, 教えるご苦労も分かったというか｡ 
東宮 ありがとうございます｡ 
純子 ですから, そういう気持ちになれたの
はうれしいなと思うのです｡ ですから, なかな
かあれですね｡ 座っていても, 本当にお呼ばれ
したとなると, すごく幸せと一緒に, すごく感
謝の気持ちはいっぱいですね｡ 目に見えないお
仕事がとても多いのですね｡ 掃除して畳をふい
てとか｡ いつもきれいになっているように見え
ても, それはすごい陰のすごい働きがあるこそ
なので｡ でも, 先生はけろりとしていつも座っ
ていてくださるので｡ 
東宮 でも, そういうことをすることが楽し
いのですよね｡ 
田中 そうですか｡ 
東宮 わくわくというと大げさですが, あの
道具, あの道具と何でもふんだんにあるのでは
なくて, ない中で組み合わせを何とか取り合わ
せをして, その工夫というか, ぶつからないよ
うにとか, なるべく色を多く, 例えばお茶碗と
棗にしても, 水指の前に置いたときにやはり合
う, 合わない｡ それぞれがいくらいいものであ
っても, 置いたときにぶつかることもあるので
すよね｡ うまく合わない｡ 洋服と同じで, セー
ターとスカートがいくら両方がそれぞれがいい
ものでも, うまく合わないということがありま
すよね｡ そういう置いてみてよく合うとか, そ
ういうことも考えながら ｢何を使おうかな｣ と
か｡ そういう楽しみながらというか｡ だから, 
全然苦にならないのですよね｡ 
純子 先生は何かこういうことがあるときに, 
｢何を使うわよ｣ とあまりおっしゃらないです
ね｡ なので, ここに来るのは実は楽しみで｡ 見
て, それは今日もいろいろ先生が｡ このお水指
を見たときは感激しました｡ 私は本当に初めて
で｡ これを本でしか見たことがなかったもので
すから, 幸せと思って｡ そういう気持ちはやは
り｡ 初めてのものに合うというのは本当にうれ
しいですね｡ 写真でしか見たことがないような
ものに出会えるというのは, お招きいただいた
ときの最高の喜びというか｡ 
田中 なるほど｡ この水指も｡ 私は全く分か
らないのですが, どういうところが感激された
のでしょうか｡ 
純子 まず本物というか, 実際に使われてい
るのを見たというのが初めてということで, こ
ういうことでもお点前ができるのだというのは
頭にはあったのですが｡ 例えば蓋を一つ開ける
のにでも, それをどのようにして開けるのだろ
うとか｡ 自分で実際に使ったものがないもので
すから｡ 黒い光, 色が光線できれいに映るので
すね｡ これはとても幸せでした｡ 
田中 これは何か特別な水指ですか｡ 
東宮 そんなこともないのですが, あまり使
わないというのがありますね｡ 普段は割と棚と
か陶器の水指, 棚を使って陶器の水指というの
が多いからということなのだと思いますが｡ 別
にそんなに難しいものではないのですが｡ 
田中 これは木でできているのですか｡ 
東宮 はい, 塗りです｡ 
田中 塗りでできているのですか｡ 
東宮 漆です｡ 
田中 漆｡ その漆の拝見されたので, ご覧に
なったので感激｡ 
純子 いえ, 漆のというか｡ 
東宮 あまり使わないのですよ｡ 
純子 使わないですね｡ 
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写真 3 手桶の水指 
 
田中 なるほど｡ 
東宮 あまり使わないですね｡ お正月は割と
台子といって大きな黒い棚に, 皆具といってお
そろいの水指と杓立と建水とがセットになった
陶器の皆具が多いのですが, 何かそれだともう
何となく飽きたかなと思って, ちょっと変わっ
たのにしようかなと実は昨日思い付いて｡ 何に
しようかなと思って, 小さい棚を出そうかなと
かいろいろ思ったのですが, ｢そうだ, 手桶に
しよう｣ と昨日思い付いたのです｡ 
田中 そうすると, これは一応もちろん, も
ともとが水指用ではあるのですね｡ 
東宮 利休がこれを好きだったというエピソ
ードがあって, この手桶をよく使われたらしい
のです｡ 
田中 これは手桶のタイプとしての水指とい
うことですか｡ 
東宮 水指ですね｡ 
田中 手桶｡ なるほど｡ では, これが今日の
出た中では一つの大きな楽しみというか｡ 
純子 はい, 私にとっては｡ 
東宮 彼女にとってみればですね｡ 
田中 なるほど｡ そのほかに何か今日, 純子
さんが気付かれた点というか何か｡ 
純子 何でしょうね｡ いずれにしても, 年が
改まったときの初めてのお席というのはとても
うれしいことですね｡ この柳の飾りにしても, 
今でないと拝見できないものですし｡ 何かまた 
1 年頑張らなくてはとか, 頑張りたいなという
思いには, こういうお飾りを見ると改まる気持
ちになりますね｡ 
田中 なるほど｡ 久美さんはいかがですか｡ 
今日の｡ 
久美 今日ですか｡ 今日, そこに座っていて
感じたことですか｡ 
田中 はい, そうですね｡ 
久美 今日, ここに次客として座らせていた
だいて感じたことは, 全体的にはただ感謝の気
持ちですね｡ このように先生が準備してくださ
ったところに呼んでいただいたということと, 
今日撮影があるということで呼んでいただいた
ということと｡ とにかくお茶室に来るときは感
謝ですね｡ 先生や純子さんがおっしゃっていた
ように, 人をお招きするときとかお稽古すると
きの準備の大変さというのを, 何となく自分で
も分かりかけてきているので, ここまでしてく
ださるにはどのぐらいの時間がかかったとか, 
朝先生は何時に起きたのかなとかそういうこと
を思うと｡ ただ ｢お稽古に来た｣ という言葉よ
りも, ｢お稽古させていただきます｣ というの
が自然に気持ちの中に出てきます｡ そこに座ら
せていただいたときも, やはりありがたいなと
いう気持ちですね｡ 
田中 なるほど｡ 今日のこういうさっきの水
指ではないのですが, こういう先生が用意して
くださったセッティングの中で, 何かこれはと
思われたようなことはありますか｡ 
久美 そうですね｡ やはり純子さんがおっし
ゃったように, この水指ですね｡ 
田中 やはりそうなのですね｡ 
久美 あと, 茶杓もそうですね｡ 
田中 茶杓も｡ 
久美 茶杓も初めて拝見させていただいたの
ですね｡ 茶杓も一番の今日のメーンですが, や
はり初釜で台子があったので, 台子を想像して
きたのですね｡ 先生がおっしゃった黒い大きい
棚に今日はしつらいがあるのだろうなという想
像でそのまま来たので, それを想像が全く違っ
たといううれしい喜びと驚きと, それがすごく
今日の気持ちの中での｡ あとは, やはり先生の
ところに伺わせていただいて結構長いのですが, 
茶杓は初めて｡ 
東宮 初使い｡ 
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久美 初使い｡ 
田中 茶杓は今日のはどういうものでした
か｡ 
東宮 玄々斎という11代の裏千家の家元の中興
の祖というのでしょうか｡ 裏千家では偉いという
か, 一番功績の多かった偉い宗匠なのです｡ 
田中 玄々斎ですか｡ 
東宮 玄々斎です｡ 幕末から明治にかけての
方ですが, その方の茶杓で, 宗旦という利休の
孫,  3 代目です｡ その方の茶杓を玄々斎が写し
ているのです｡ 
田中 写している？ まねをしたということ
ですか｡ 
東宮 元伯というのが宗旦なのですが, ｢作伝
来, 秘蔵茶杓写す, 今日庵, 玄々, 松風｣ と書い
てあります｡ これが玄々斎の花押というか｡ 
田中 花押｡ なるほど｡ 玄々斎さんの本当に
お作りになったものなのですね｡ 
東宮 はい, そうです｡ 
田中 何か竹が, 何でしたか｡ 
東宮 何か胡麻竹でしょうか｡ 
田中 胡麻竹とおっしゃっていたのですか｡ 
胡麻竹というのは, 何かつぶつぶみたいになっ
ているということですね｡ なるほど｡ 
 
 
写真 4 玄々斎の花押が入った胡麻竹の茶杓 
 
久美 やはり先生が秘蔵の品を出されたとい
うのは, 今日とても大切にしているお席だとい
うのが分かると, ここに呼ばれたということは
やはり幸せなことだと思いますね｡ 
田中 なるほど｡ 秘蔵の品であるというのは, 
お聞きして分かることなのですか｡ ｢これはど
ういうものでございますか｣ と正客の方がお聞
きして｡ 
久美 そうですね｡ 私はそうですね｡ もっと
目の利く方でしたら, ぱっと見た瞬間にお分か
りになるのかもしれないのですが, 私のような
茶歴の浅い者はやはり説明していただくと分か
りますね｡ ただ, 大事なものをお使いになると
きは, 床の間に飾ってあったりとか, 茶杓を入
れる木の箱が｡ そうしますと, やはり招かれた
ときに今日は大事なものが出るのかなと思いま
すけど｡ やはりご亭主の方がそれだ稽古のお席
は大切にしているというのが分かりますと, や
はりそこで招かれた方の喜びも｡ 
田中 なるほど｡ 招かれた方の｡ すると, 亭
主の方としても, この茶道具の出し方というも
のは, やはりその都度いろいろ考えるのです
か｡ 
東宮 そうですね｡ やはりその季節と, それ
からその日のお茶会の目的を合わせて, ほかの
道具とのバランスですよね｡ 例えば, これが出
てきたのですが｡ 
似合う, 似合わないというのがありますよね｡ 
それと, お茶杓が一応松風で松ですよね｡ お茶
碗が竹ですよね｡ そうすると, 梅をどこかに出
したいなとかね｡ それではお菓子にしておこう
と, お菓子を梅にしたのですよね｡ そういう楽
しみというか遊びですが, そういうこともあり
ますね｡ 
 
 
写真 5 梅をモチーフにしたお菓子 
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田中 今, 先生が話されたような全体のバラ
ンスについて, 今日は何かお感じになったこと
は｡ 純子さんと久美さんは何かありますか｡ 
純子 全体のバランス｡ 
田中 ええ, 何か全体の｡ やはりこういうお
茶の世界というのは, 多分何か一種のハーモニ
ーみたいなことがあるのかもしれないのですが｡ 
今日の取り合わせみたいなことで, 何かお感じ
になったことはありますでしょうか｡ 
東宮 お正月だからおめでたい取り合わせと
いうのはありますよね｡ 
久美 何か今日のテーマとぴったりな, ラグ
ジュアリな｡ 
田中 ラグジュアリな, なるほど｡ 
久美 そうですね｡ 
田中 どの辺が久美さんとしてはラグジュア
リな｡ 
久美 いつもと違うのは, お釜もいつものと
は違いますし, お稽古のときのとは違いますし, 
炉縁も違いますし, とにかく普段とは全く違う
しつらいをしてくださっています｡ 
田中 そうだったのですか｡ 
東宮 ハレとケですね｡ 
田中 そうなのですか｡ 
木村 お茶室の中でも？ 
東宮 はい｡ 同じお茶室の中でも, お軸を替
えるだけでも全部雰囲気は変わりますし｡ 
純子 お軸で｡ 先生はお花入から説明されま
したが, 結局全部変わったと｡ 普段は, 例えば
花入も, 床の間の下座に飾られてあるのです｡ 
今日は下で｡ あれは真の｡ 
東宮 そうですね｡ 横ものだからね｡ 
純子 ええ｡ 横ものなので, 真の花入とか｡ 
この花入の中にも真・行・草とか｡ 
東宮 お正月だから, 格調高くしてあるので
すね｡ 
純子 今日はお正月だから, 先生は格調高い
ものをお選びくださって｡ 
田中 なるほど｡ すみません｡ 私は全然その
辺が分からずに見ていたのですが｡ ごめんなさ
い｡ 格調が高いというのはどんなところに｡ 
東宮 花が真ん中にありますよね｡ それで, 
軸が横ものというのですが｡ 
田中 ええ, 少し横になって｡ 
東宮 縦に 1 行ではなくて横ものなのです｡ 
真なのです｡ そうすると, 真の花入というので
すが, 中国の花入ですが, 格調の高い真の花入
を前に持ってきて生けるという真の飾りになる
のです｡ そうすると, ちょっと格調高いという
雰囲気が出て, お正月なので｡ それで, この間
の初釜のときは台子を使っていたのですが, そ
れは毎年さっきのお話で恒例の多分同じだった
のです｡ 今日は変えてみようというのがありま
して, 同じお正月の雰囲気でもちょっと違うよ
うに変えたのです｡ それで手桶を出したのです
ね｡ それがちょっと彼女たちには新鮮だったの
だと思うのです｡ 
田中 そうか, なるほど｡ 
東宮 お正月だから台子だろうと思って多分
来たのだと思うのですが, ちょっと変えてみま
した｡ そういうところに, 私としてはみんなが
びっくりするだろうなという｡ 多分喜んでくれ
るかなという期待もあるのですが, それが楽し
みでもあるのですよね｡ 
田中 なるほど｡ 釜が違うというのは, 今日
はどういう｡ 
東宮 お稽古用ではないということなのです｡ 
これは, やはり先ほどの玄々斎と同じぐらいの
時代の大西の釜なのです｡ 大西といって, 裏千
家の十職の, 釜は何, お茶碗は何とそれぞれお
抱えの職人が十個あるのです｡ お茶碗は何, 釜
は何, 表具は何, 竹のものは誰とみんなそれぞ
れあるのです｡ その中の十職で, 格調高い人な
のです｡ 時代が大体玄々斎のころの古い釜なの
です｡ だから, これは私にとっては宝物という
か, 普段のお稽古用とは本当に違う｡ 
田中 なるほど, そうなのですか｡ これは鋳
物ですから相当重いですよね｡ 
東宮 重いですね｡ 
田中 さっき久美さんが相当重い感じでやっ
ていらしたので, 水を入れるとさらに重くなっ
て｡ 
東宮 重いですね｡ 
田中 やはり先生はこういうのは苦労して集
められた道具ということですか｡ 
東宮 これは, たまたまうちの実家から下り
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てきたものなのです｡ 
田中 そうなのですか｡ 
東宮 何かあそこの待合の部屋に掛けていた
お軸もそうなのです｡ あれは榊原文翠といいま
して, ｢高砂｣ なのですが, あのような私の顔
も見たことのないひいおじいさんに当たる人が
ちょっとお茶をしていたらしくて, お道具を持
っていたものを少し分けてもらっているものが
ありまして, そういうものなので, 私はなかな
か買えないです｡ 
田中 そうですか｡ そういうのはね｡ 
東宮 だから, そういう意味では, 買ったも
のと違う喜びもあるのですね｡ お金を出してお
金持ちなら何でも買えてしまうというのではな
くて, そういう古いところの顔も見たことのな
い先祖のところから下りてきている, それを使
える幸せというのもありますね｡ うれしいです
ね｡ 買ったものと違う喜びです｡ 
田中 そうですね｡ なるほど｡ 
東宮 では, お金持ちでお金さえあれば何で
も右から左に買ってきてどんとお茶会をする方
もいますが, そういうのは意外と分かるのです
ね｡ 本当に ｢ああ, お金持ちね｣ という感じに
なるのです｡ だけど, 自分がお茶のお稽古をし
ている間に少しずつ集めてきたものとか, そう
やってもらったものとか, 家元からいただいた
ものとか, さっきの干菓子器なんかは家元から
いただいたものです｡ そういうものでできると
いうのは, またそれが幸せというか, 喜びです
ね｡ お金持ちがぱぱぱぱっとそろえてぼんとや
ったというのではなくて, また味わい深いもの
があるかなと思うのです｡ 本当にお金持ちの人
がずらずらと並べてしまう人もいるのですが, 
そういうのは意外と分かっていて面白くないの
です｡ 
田中 純子さんと久美さんは, こういう道具
はどこから先生が手に入れられたということは, 
何かお聞きになる機会というのがあったのです
か｡ 
久美 ありますね｡ 
田中 やはりあるのですか｡ 
久美 先生が準備されているときに, ｢この
お釜は｣ と言ってお釜についてのエピソードと
かをお話ししてくださいますから, 大事に扱わ
なければという気持ちになりますね｡ 
田中 なるほど｡ やはりそういう由来を聞く
と, こういうものを見ていても, ｢これはこう
いうものだ｡ ひいおじいさんのだ｣ ということ
がストリートして伝わってくるということです
ね｡ 
純子 楽しいですね｡ 
東宮 そうですね｡ だから, 一般的にですが, 
お茶の道具というのは箱を大事にしますよね｡ 
田中 箱ね｡ 
東宮 箱というのは, 結局いろいろな人が持
っていて, 大事にして箱を付けたり, またその
上から箱を付けたりとかして大事にされてきた
から残っているわけで, その道具がそれぞれ持
っているストーリーというのがあり得るのです
よね｡ それで, お茶で古いものを大事にしたか
ら, 今でも道具が残っているということです｡ 
例えば, 日本にある国宝の天目茶碗なんていう
のはもともと中国にあったわけですが, 日本に
入ってきて大事にしたから今でも残っているわ
けで, 中国にはもうないわけですよね｡ 結局, 
お茶で古いものを大事にして, 箱を付けて, そ
うやって伝来がどうのこうのとやって大事にし
たから今まで残っているのです｡ 物がいいだけ
ではなくて, それぞれの道具が持っているヒス
トリーというか, 縁というか, そういうものを
みんなが大事にするから, またそれが楽しいか
ら古いものがいいということになるし｡ ただ, 
そのものだけではなく, 付加価値というのかも
しれませんが, その道具が持っているヒストリ
ーというのがまた面白いですから｡ 
純子 先生のお宅に伺う楽しみの一つに, お
玄関を開けると下駄箱の上に｡ 本当に一年中一
緒ではないのです｡ 季節ごとに変わるのですよ
ね｡ それが, まず入って楽しみで｡ 今日皆さん
がお荷物を置かれたあそこで着替えるというか, 
お荷物を片付けたりするのですが, そこのお軸
も色紙も大体替えてくださっているのですね｡ 
ですから, ここに入ってくる前に, まずお玄関
で楽しみですね｡ 入った一歩が楽しいですね｡ 
東宮 たまたまですが, 今日は玄関のところ
にかめを置いてあるのです｡ あれはやはり実家
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から来たものなので古いもので, 中国の明の時
代の宣徳というかめなのです｡ お正月だからそ
れを飾ったのですが, それを飾るのが, また私
にはうれしいのです｡ それで, 寄りつきのとこ
ろで榊原文翠のおじいさんとおばあさんの高砂
の軸を掛けて, 色紙は鵬雲斎大宗匠なのですが, 
あれは寅年だからなのです｡ 家元の初釜に12年
前に伺ったときに, 必ず福引があるのですね｡ 
その福引で当たったのです｡ それで, 色紙だけ
一緒にいただいてきて12年間眠っていたのです
が, それを出して｡ だから, あれも買ったので
はなくて, 家元の福引で当たったというストー
リーがありまして, うれしくて寅年だからまた
出てきてちょうだいという感じで飾ったのです｡ 
私は楽しんでいるのですが, 生徒さんはそれを
喜んでくださっているということですけどね｡ 
田中 なるほど｡ さっきも会話の中で, やは
り何か箱に入って出すとか, そういうお話をさ
れてましたよね｡ これももちろんそうですしね｡ 
何かほかも箱が｡ 
東宮 釜はないのですけどね｡ 
純子 例えば, 普通に買うというか, お稽古
用でないにしても, こういう書いたものは多分
ない｡ お名前ぐらいはあるのでしょうけれど｡ 
東宮 これが棗の｡ これは古曽部といいまし
て, これはかなり古いです｡ 釜とか炉縁とかと
多分同じぐらいだと思います｡ かなり古いです｡ 
これは新しいです｡ 
田中 なるほど｡ やはり説明されるときにこ
れは箱入りの何かだというと, 当然それは何か
由来がはっきりしているということ？ 
東宮 変なものには箱書きをされませんので, 
一応箱書きがあるということはある程度以上の
ものだという話にはなりますね｡ もちろんいい
ものは箱があってもなくてもいいのですが｡ い
いものはいいのですが｡ 
田中 このお茶碗は｡ 
東宮 それは竹の絵で, 雪がかぶっている竹
で雪笹というので, おめでたいのです｡ 
田中 雪笹｡ なるほど｡ やはりお正月だから, 
この雪笹という｡ 
東宮 そうですね｡ 
田中 今日, このお茶碗で出されて, どんな
感じがされましたか｡ 
純子 正直なところを申しますと, とてもお
いしかったのですが, 実は先生, 夏, 私は前に
お茶をこぼしたことがあったのです｡ それで, 
今日はお客さまもいらっしゃるので, 粗相にな
いようにという気持ちが先に立ってしまったの
です｡ 何かこれは初めていただいて, とても｡ 
やはり初めてなものという言い方はおかしいの
ですが, 何度でも楽しみですが, とりわけ初め
て手に触るものというのは何とも言えない幸福
感に浸れます｡ 
田中 なるほど｡ こういう笹に雪とかそうい
う説明を聞かれて, そういうときはどういう｡ 
純子 それは, 実は自分で拝見したときに, 
雪が落ちているようなのだと思っていたのです｡ 
それで先生がおっしゃっていてくださったので, 
自分が思っていたことと同じだったのだなと, 
納得したという言い方はおかしいですが, 今の
季節なのだと思って｡ 特にまた笹というのがお
正月だったので, 同じ雪でも笹に付いていた雪
で, 軟らかい感じの雪で｡ 
田中 そうですよね｡ きれいですよね｡ 久美
さんはいかがでしたか｡ 
久美 そうですね｡ 私はこのお茶碗は初めて
ではないので, 先生が大切にしていらっしゃる
お茶碗ということは分かっていましたが, やは
りそのお茶碗が持つストーリーというものがあ
って, 今自分の手の中にあるのだと思うと, 長
い歴史というのですか, 年月が長く流れていて, 
そのままの形で残っていて, 今自分の手の中に, 
この機会, 今日, 私の手のひらの中にあると思
うと, ちょっと感動的ですね｡ 
田中 なるほど｡ そうすると, 久美さんは以
前からこのお茶碗の由来というのはよくご存じ
でいらして？ 
久美 よくということはないですが, ちょっ
とは存じ上げていましたので｡ 
田中 そういう歴史のあるものが今ここにあ
るというのがやはり｡ 
久美 そうですね｡ 自分が使わせてもらって
いるというのがありがたいことですし｡ やはり
今日はすごく大切なお道具がたくさんですが, 
普段のお稽古で使っているお道具でも, やはり
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私が今手にしているというのはうれしいですよ
ね｡ 普段の道具でもこうやってお茶を飲める自
分がいるということも, 一碗の中に感謝の気持
ちが出てきます｡ なので, 私はお茶室に入ると, 
感謝の気持ちということになりますね｡ 
純子 でも, 先生は, 何気なく, さりげなく
出してくださるのです｡ ひいおじいさんが何と
かと言ってぽろっと平気でおっしゃるのですが, 
私たちにしたらなかなかじかに目に触れるとか｡ 
もちろんガラス越しに何か見るとかということ
はできても, なかなか手に触れるということは
できないものもあるのですね｡ でも, 先生はけ
ろりと ｢これが何とかで｣ という感じで出して
くださるので, いつものことで ｢ありがとうご
ざいます｣ なんてけろりとしているのですが, 
本当にこれは｡ 
東宮 なぜそんな話になってくるかというと, 
大寄せのお茶会といって, 大勢のお客さまをお
呼びするお茶会が結構このごろ多いのです｡ そ
うすると, お茶のあまり心得もない人もいらっ
しゃる可能性というのはすごく多いのです｡ そ
うすると, はっきり言って触ってもらいたくな
いということがあるのです｡ 本当に心得のない
人というのは何をするのか分からないので, 事
故も起きるのです｡ そういうことを防ぐために, 
道具を飾ることが多いのです｡ 使わないです｡ 
道具を飾っておいて, 実際は違う道具を出して
使う｡ お点前する人も, お茶会なんかだと初歩
の人がお点前することもありますので｡ そうす
ると, 確かに古いものというのはもろいのです
ね｡ だから, 扱いが悪いと事故になりかねない
ので, 実際に触らせないというお茶会が多いの
ですよ｡ 飾っておいて, 道具番がいて ｢触らな
いでください｣ という, そういうのも結構ある
ので｡ それで, さっきの純子さんのお話が出て
くるのです｡ 触らせてもらったという話になっ
てしまって｡ 
これはそんなに大したものではないですが, 
本当にもっと古いものだと, 何百年たっている
ようなものだと本当に古いものはもろいのです｡ 
そうすると, やはり事故があったときにみんな
が困りますので｡ よく家元なんかもおっしゃる
けれども, 道具は仮に自分が持っていても, 自
分のものではなくてみんなのものという意識で｡ 
結局, 伝わっていっているということがあるの
で, そういうことなので, 古いものは大事にし
ないといけないということがあるのではないで
しょうか｡ だから, お茶会なんかでお使いにな
らない｡ 大寄せとかたくさんの人, 不特定多数
の人が来るとやはり困るので, 触らないという
ことがあるので｡ それで実際に｡ でも, 本当の
話は使わないと面白くないですよね｡ 
田中 なるほど｡ そういう伝統や歴史やいわ
れがあるということは, つまり自分だけのもの
ではなくて｡ 
東宮 ないという気持ちで｡ 
田中 ずっとみんなのものであるという｡ 
東宮 ぐらいの気持ちでしないと, 古いもの
が残っていかないということだと思います｡ 自
分だけのものだから何をしたっていいというこ
とにはならないですよという教えだと思います｡ 
今日のお道具はそんなに難しいものではないで
すが｡ だから, 古いものが残ってきているとい
うことだと思うのです｡ 古いものというのは本
当にもろいのです｡ 
田中 そうですね｡ 大昭和製紙というところ
の社長さんが, バブルのころにルノアールの絵
をすごい高額で手に入れて, それを ｢自分が死
ぬときに, 棺おけに入れてくれ｣ と言ったので, 
とんでもないとフランスでものすごい批判があ
ったというのですが｡ 
東宮 そのように執着する人｡ 
田中 執着するということになりますか｡ 
東宮 もう古い話ですが, 松永弾正という武
士の人が大事にしている釜を, 信長が ｢それを
寄こしなさい｣ と言ったら ｢絶対嫌だ｣ と言っ
て, 最後は釜を抱いて自爆したという｡ そうい
うこともありますね｡ そういう話もありますよ
ね｡ そういう本当に大名が持っているような道
具というのはまた全然違いますが｡ 信長はお道
具を名物狩りということでいっぱい集めて, 大
名が持っている道具はまた格が全然違います
が｡ 
田中 このお茶碗なんかも年代物なのでしょ
うけれど, 何か新しいというか, すごくきれい
に磨き込んであって｡ 
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東宮 そうですね｡ 大事に使っているからな
のですが｡ 
田中 あたかも本当に割と最近作られたのか
なと思ってしまうぐらい, 何か｡ でも, それは
これを使い込まれているから, いろいろそれな
りの味が出て｡ 
東宮 お茶の人はお茶碗を使うときに, 大事
に使いますね｡ まず少しぬるま湯で温めて｡ い
きなり熱いお湯を入れたりするとぱっといって
しまうから, 徐々に徐々に温度を上げていって, 
つけ込んでいって使うということをしないと｡ 
それでまた, お茶碗は使うと育つというのです｡ 
使わないと駄目なのですって｡ だから, 上手に
使ってあげると, よさが出てくるということみ
たいですね｡ だから, 使ってあるのか使ってい
ないのか, 見る人が見れば分かるのではないで
すか｡ 
確かに, それは本当にこういうのではなくて, 
もっともっと古い利休の時代の楽のお茶碗を見
たことがあるのです｡ 最初は棚にぽんと置いて
あって, いかにも古びてあれしていたのです｡ 
それをその方がお使いになって, お水を入れて, 
お湯を入れて, お茶を入れて出てきたら, 全然
違うのですね｡ だから, お湯に入れて使ってい
るとお茶碗がいきいきとして｡ だから, 使わな
いで置いておくと, やはり駄目みたいですね｡ 
使ってこそのものみたいですね｡ だから, お茶
碗は使う方がいいみたいですよ｡ 
久美 不思議ですよね｡ 古いものは｡ 
東宮 不思議ですね｡ あれは私も本当にびっ
くりでした｡ 利休が育てたという長次郎の楽の
お茶碗ですが, それこそ400年ぐらい前のお茶
碗でしょうか｡ それがぽんと置いてあったとき
には, いかにも古いので, ｢ああ, そう｣ という
感じだったんです｡ ところが, それを使われて
後で拝見したら, ｢え, 同じものですか｣ とい
う感じがするのです｡ 全然違うのです｡ いきい
きして｡ あれはすごい感動でした｡ 
久美 手に入った瞬間, ぽっと手になじむと
いうか｡ 
東宮 やはり用の美というのですが, きっと
使ってこそのものなのでしょう｡ 飾りではない
という｡ 
田中 なるほど｡ 本日は, 非常に多くのこと
を学ばせていただきました｡ 貴重なお話をあり
がとうございました｡ 
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